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【海外経済指標他】 

・１月米耐久財受注は前月比▲3.7％と市場予想（▲2.0％）を下回った。航空機の大幅な減少により輸送用

機器が▲10.0％と弱く全体を下押し。それらを除いた最重要項目のコア資本財受注は▲0.2％と減少幅は小

さいが、２ヶ月連続の減少で力強さは感じられない。同項目の３ヶ月前比年率でみたモメンタムは＋3.7％

まで鈍化している。 

・２月ＣＢ消費者信頼感指数は130.8と市場予想（126.5）を大幅に上回り、１月から6.5ptもの改善を示した。

現況（154.7→162.4）が著しく改善したほか、期待（104.0→109.7）も大幅に改善。雇用判断指数は＋

24.7へと大幅に上昇し、2001年５月以来の高水準に到達。消費者の景況感は２月の株価下落に持ち堪えた。 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

-40

-30

-20

-10

0

10

20

30

40

05 07 09 11 13 15 17

コア資本財受注

(備考)Thomson Reutersにより作成 太線：３ヶ月平均

（３ヶ月前比年率、％）

20

40

60

80

100

120

140

160

07 09 11 13 15 17

ＣＢ消費者信頼感指数

（備考）Thomson Reutersにより作成

総合

期待

現況

-60

-40

-20

0

20

40

60

00 02 04 06 08 10 12 14 16 18

ＣＢ消費者信頼感指数（雇用判断）

（備考）Thomson Reutersにより作成

雇用機会が「十分」との
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【海外株式市場・外国為替相場・債券市場他】 

・前日の米国株は反落。パウエル議長が米景気の現状認識に対してやや強気な見解を示したことで米金利上

昇・株安・USD高の展開に。ＷＴＩ原油は63.01㌦（▲0.90㌦）で引け。 

・前日のＧ10 通貨はUSDが最強通貨となった。パウエル議長が質疑応答で「個人的な見解として、米経済は

昨年12月以降に上向いた」と発言したことに反応。USD/JPYは107前半へと水準を切り上げ、EUR/USDは1.22

前半へと下落。 

・前日の米10年金利は2.893％（＋3.1bp）で引け。上述のパウエル議長の発言を受けて金利上昇。ＦＦ金利

先物が織り込む2018年の利上げ回数は3.0回から3.1回へ上昇。カーブ上では２年（＋3.8bp）、５年（＋

5.0bp）の金利上昇が目立ち、カーブはフラットニング。３月ＦＯＭＣでドットチャート中央値が４回へと

上方修正される可能性がやや高まったとみられる。欧州債市場（10年）はドイツ（0.679％、＋2.7bp）、

フランス、スペインが金利上昇、イタリアが小幅に金利低下。対独スプレッドはイタリアがタイトニング。 

【国内株式市場・アジアオセアニア経済指標・注目点】  

・日本株は米国株下落に追随して安寄り後、USD/JPYの安定などから、下げ渋り（11：00）。 

・１月の鉱工業生産は前月比▲6.6％と市場予想（▲4.0％）および経済産業省の試算値（▲4.3％）を下回っ

た。この指標は過去１年程度、極端に振れが大きくなっているが、足もとでは春節の影響等から一段と振

れが増幅されている。出荷は▲5.6％、在庫は▲0.6％、在庫率は＋3.0％であった。統計ノイズによって撹

乱されているとはいえ、出荷減・在庫増でバランスは悪く、前年比でみた出荷・在庫バランスは▲0.8％へ

とマイナス転化した。生産の先行きを予想するうえで有用な生産予測指数は２月が＋9.0％と極めて大幅な

増産が計画されている反面、３月は再び▲2.7％の減産が計画されている。経済産業省が独自に試算した２

月の生産は＋4.7％と大幅な増産が示されているが、１月の減産を埋めるには至らない。３月の減産計画を

踏まえると、１－３月期は四半期ベースで８四半期ぶりに減産となる可能性がある。 

・もっとも、鉱工業生産が四半期ベースで減産となることを誇張するのは避けたい。生産指数は季節調整の

難しさ等から月ごとに大幅増産・大幅減産を繰り返しており、１-３月期は２ヶ月分の減産を含んでいる。

他方、振れが小さく速報性にも優れている製造業ＰＭＩは２月も54.0と堅調で、足もとで増産基調が崩れ

ていないことを示唆している。これらを踏まえると、やや長い目でみた生産の基調は緩やかな増産傾向を

維持する可能性が高いだろう。 
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